
フォローアップ・セミナー開催結果 
 
 
人と防災未来センターでは、実戦的な調査研究や災害調査等を推進していま
すが、その際には、センターで実施している「災害対策専門研修」の既受講者
等からも協力をいただいており、今年度においても、福井豪雨水害や新潟豪雨
水害（7月）、新潟県中越地震（10月）等について既受講者の協力を得て調査を
実施したところです。 
そこで、センターでは、当該研修既受講者等の協力を得てセンターが実施し
た調査研究の成果を還元し、教訓・知見の共有化を図ることにより、既受講者
のさらなるレベルアップを図っていただくとともに、当該研修を通じて培われ
た人的ネットワークをより充実させるため、当該研修を受講された方々を対象
に、下記のとおり「フォローアップ・セミナー」を下記のとおり開催しました。 
 

記 
 

１ 日  時  平成１７年２月８日（火） 
  
２ 参加者数  ２７名（２５団体） 

近畿地方を中心に北は栃木県から南は北九州市まで全国各地
から参加があった。 

 兵庫県 
近畿（兵
庫除） 

北海道 
東 北 

関 東 中 部 
中 国 
四 国 

九 州 総 計 

国関係    １    １ 
府県 ２ ２  １ ２ １  ８ 

市町 ４ １１   １  １ １７ 

その他 １       １ 

計 ７ １３  ２ ３ １ １ ２７ 
 

３ カリキュラム 詳細は別紙のとおり 
 
４ 評  価   
・新潟県中越地震に関する報告と、今後の防災行政において必要な人材や
能力についてディスカッションする２部構成で実施したが、全国各地か
ら定員を大幅に超える受講希望があり、自治体の防災力向上への関心の
高さがうかがえた。 
・セミナーに対する満足度の点数評価（100 点満点）の平均点は 86.9 点で
あり、概ね高い評価を得た。 
 



・受講者のレポートの記載内容から判断すると、新潟県中越地震を題材に
災害対応の問題点を理解し、ディスカッションを通じて必要とされる能
力について認識できたものと推察できる。 
・新潟県中越地震の被害の実情や支援の視点が明らかになった。阪神・淡
路との相違点が明確に整理されていたという意見があった。 
・防災担当職員の能力に関するテーマが身近であり同じ防災担当者と闊達
な議論ができたとの意見や、研究者や同じ悩みを持つ防災担当者と情報
交換できたとの声が多く聞かれた。 

 
 


